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生活保護自立支援（釧路モデル）から生活困窮者自立支援へつなぐ

◇ 自立支援を当事者目線でみると当事者自身の自尊感情の回復・承認・役

割の獲得という当事者の発達保障である。

◇『一時生きる場から退場した状態にある受給者（困窮者）が自身で生きる場

を再獲得していく、発達する権利主体として立ち上がっていく当事者自身の回

復過程の最初の場という積極的な意味と支援の構造を生み出す』
(第二次ワーキンググループ報告書)

生活困窮者自立支援が目的とする【人の尊厳】に通底する

『かけがえのない私の獲得』



沿革
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年度 内容

平成１６
年

釧路市生活福祉事務所が、母子世帯の母親を対象にした自立支援に取り
組み、「自立支援プログラム釧路モデル」がスタート。

平成２４
年

一般社団法人釧路社会的企業創造協議会を設立し、釧路市より緊急雇用
創出推進事業を受託。「社会的居場所づくりと連動した雇用の創出研究事
業」を実施する。

平成２５
年

緊急雇用推進事業で創出された事業を実施するため、釧路市より「就労移
行型インターンシップ事業（整網作業）」を受託。合わせて、釧路市と北海道
より「自立相談支援事業」のモデル事業も受託した。また、厚生労働省・社
会福祉推進事業「生活困窮者等への中間的就労（非雇用型）の場のモデル
創出事業」も実施。

平成２６
年

引き続き、釧路市より「就労移行型インターンシップ事業」、釧路市・北海道
より「自立相談支援事業（モデル事業）」を受託。さらに「就労準備支援事業
（モデル事業）」も受託した。

平成２７
年

生活困窮者自立支援制度として、釧路市より「就労移行型インターンシップ
事業（被受給者就労準備支援事業）」・「就労準備支援事業」、釧路市・北海
道より「自立相談支援事業」を受託。



釧路モデルの分析
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漁網の仕立て作業等
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地域で支えられていた人が
支える人に回る仕組みを構築
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• 漁業は、釧路市・厚岸町の基幹産業であるが、その下支
えをしている漁網業界の現場（整網作業）で高齢化が進
み、担い手不足により業界の存続が危惧されている。

• 整網作業は、機械化するのが困難であり、今後も手作業
に頼るしかないのが現状である。

• 新たな担い手が生まれない大きな要因は、作業の習熟
度が上がらないと、一定の収入が得られないことにある。

• そこで、本協議会の取り組む中間的就労自立の場として、
整網作業に取り組み、同時に問題解決を図るのが狙い
である。

生活困窮者支援を通じた地域づくり





釧路社会的
企業創造協議会

・自立相談支援
・就労準備支援
・被保護者就労準備支援
・無料職業紹介

社会資源の活用
民間とのパートナーシップ

つながる

【釧路圏域協議会】生活困窮者庁内連携連絡会議

（釧路生活困窮者自立支援検討委員会）

管内７町
村社協

自立支援
プログラム
参加団体

法テラス

管内関係機関

ハローワーク

地域包括支援
センター

社会福祉協議会

企業者

地域のハブ（人・情報・サービスの
結節点）めざす・・・・ きぼうくしろ

民生委員・保護司

生活福祉事務所ほか
庁内関係各課（全18課）





みはら・かがやき食堂・・普遍性を学ぶ学校



旧音別町の就労・就農支援を通じ地域づくりと切り結ぶ

◆人口減 ２００５年平成の

 大合併人口2,756人⇒

 2019年人口1,909人に減少

◆中心から周辺になる。議員ゼロ。

◆基幹産業は酪農・林業・・酪農ヘル

パーはベトナム人、林業は大企業、林

業で隙間産業ができない地域

◆2㍍になる自生蕗（秋田蕗）が枯渇。

◆営農を辞める酪農家たち

 生活困窮する・点在する住民→

 孤立化防止とこの地に根ざした取り

 組み・・音別部会立ち上げ



つなぐ・・・地域にはつなぐ人がいる。その方々を発見するのが専
門家・機関等関係機関の役目。関係機関が事業化につながり
太って地域が痩せるのでは本末転倒。

労働と地域・・通い場づくりと地域創生とを同軸で考える。地域づく
りは暮らしづくり。多様な中間的就労は雇用やワクワク感、希望を
もって生きること

当事者性・・難しくてすぐ『支援・政策側』の理屈になる。傍にいる
こと、自分の弱さをさらすことから。


